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心理的特性によって音楽聴取における気分変化に違いが生じるのか
山下　夏美 1

　抄　録
目的：本研究では，先行研究において分析が行われなった曲調の違いに加えて，聴取曲の好みや性別，性格傾向
によって音楽聴取における気分変化に違いが生じるのかを明らかにすることを目的とした．
方法：男女合計 104名を 2群に分け，曲調の異なる音楽を聴かせ，性格傾向，音楽聴取前後の気分変化，フェイ
スシートを用い質問紙調査を行った．
結果：好みに関して，曲調や性別の違いによる有意な差は見られなかった．気分変化に関して，曲調と性別で有
意な差が見られた．さらに，曲調を問わず性格傾向と性別において有意な相関が見られた他，曲調ごとの性格傾
向と性別においても有意な差が見られた．
考察：本研究の研究協力者には，曲調や性別による音楽の好みに偏りは見られなかった．性別による要因も多く，
音楽を聴取することは，男女どちらにも等しく作用するものではないということも示唆された．
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Ⅰ．はじめに 

1．芸術鑑賞と好みの関係

　多くの人々が楽しむ芸術には様々なジャンルが存在

している．彫刻，絵画，舞台，音楽など，古代ギリシャ

の時代にはじまり現代まで多くの分野で広がりを見せ

ている．このような芸術の鑑賞には，好みがあるだろ

う．人それぞれ好みが分かれており，同じ作品を鑑賞

した場合においても，感想は決して同じにはならない．

　芸術の好みに着目した研究は，これまでもいくつか

なされてきている．田中ら 1）は，絵画鑑賞において，

鑑賞者の自閉症スペクトラム傾向が絵画の印象をどう

左右するか検討した．この研究では，自閉症スペクト

ラム傾向の有無によって，絵画を鑑賞する際の着目点

および印象評価に違いがあることが示唆された．岡田

ら 2）の研究では，抽象的表現に対する印象の評価が調

査された．この研究においては， 芸術を人々がどのよう

に捉えているかをはじめに示し，芸術作品の一つであ

る絵画を評価する際には，絵画自体の美しさや鑑賞者

の好みが最も影響を及ぼしていることが示唆された．

　これらの研究は，芸術評価には鑑賞者の好みが影響

し，好みには，鑑賞者の心理的特性が関係することを

示すものといえる．これは，音楽についても同様と考

えられる．

2．音楽聴取と気分変化

　芸術の中でもとりわけ音楽はなじみ深いものであ

る．ありとあらゆる文化に存在し，幼児から高齢者ま

で，様々な人に親しまれてきた．例えばストー 3）は，

精神医学者の立場から音楽に触れた際の人々の反応

や，人はなぜ音楽を聴くのかについて研究した．ハー

グリーヴズら 4）は，性格傾向とクラシック音楽の好

みや時代により好まれる作曲家の違いなどをまとめ

た．さらに音楽と心理の関係は，高齢者から子どもま

で広く行われており，高齢者に対する音楽療法の利用

に関する研究 5-7）においては，高齢者が楽器演奏や歌

唱という音楽活動によって，健康面での支援や QOL

の向上に効果が期待できることが研究された．さらに，

10代の子どもの音楽活動についての研究 8）において
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は，ドイツとイギリスの子どもを対象にした，音楽活

動の継続とパーソナリティの関係について調査される

など，日本だけでなく世界でも音楽や音楽療法の有効

性に対する注目は高まってきている．

　このような研究がなされてきている中で，山下 9）は，

音楽聴取における曲調の違いが気分変化に及ぼす影響

についての研究を行った．この研究では，同一ジャン

ルで曲調の異なる音楽を聴取した際に気分変化が生じ

るかどうか，さらに，曲調の違いが気分変化に異なる

影響を与えるかどうかについての調査が行われた．そ

の結果，音楽聴取前後に情景描写音楽と非情景描写音

楽の群内それぞれで気分変化に有意な差が見られた．

さらに，情景描写音楽群と非情景描写音楽群の 2群間

および 2群内それぞれにおいても有意な差が見られ

た．このことから，音楽を聴取することによって，曲

調にかかわらず何らかの気分変化が生じることが示唆

された．

　しかし，上記研究では，曲調の違いのみを変数とし

ており，性別や本人の性格傾向を含めた分析は行われ

ていない．音楽の種類など音楽側の要素だけではなく，

音楽の聴き手側の性別や性格傾向によって違いがある

ことも考えられるが，先行研究 9）では研究できてい

ない．そこで，本研究では，曲調の違いに加えて，性

別や本人の性格傾向によって音楽聴取における気分変

化に違いが生じるのかを明らかにすることを目的とす

る．

Ⅱ．方法

1．研究協力者

　本研究は，日常的に音楽を聴取しているなど，音楽

に親しみを持っている人を対象とした．研究協力者は，

日本在住の男性 24名，女性 78名および未回答 2名（年

齢 19～ 66歳，平均年齢 34.7歳）であった．性別は，

男性が 24名，女性が 78名，未回答が 2名であった．

性別・年齢の回答に欠損の見られたものもそのまま分

析対象とした．研究協力者は，機縁法を用いてサンプ

リングを行った．

2．研究の手続き

1）音楽選定

　本研究では，様々ある音楽の中から，クラシック音

楽を採用した．クラシック音楽は，明確に定義されて

はいない．ヨーロッパを中心とした西洋で 1550年頃

から 1900年頃までに作曲された音楽を指す立場があ

る 10）．本研究ではクラシック音楽を，ヨーロッパを

中心とした西洋の芸術音楽と定義して用いた．また，

本研究で定義する音楽の「曲調」とは，曲の抽象度の

高低と，聴取者の能動性の働きかけの大小が異なるも

のである．本研究では，音楽聴取への気分を整えるこ

とを目的として環境音楽を選択した．また，聴取者の

能動的な働きかけの有無に応じて，情景描写音楽と非

情景描写音楽を用いた．本研究で用いる「情景描写音

楽」とは，曲の抽象度が低く，聴取者の能動的な働き

かけが少ない曲である．一方，「非情景描写音楽」と

は，抽象度が高く，聴取者の能動的な働きかけが大き

い曲である．本研究における「曲調の違い」とは，情

景描写音楽か非情景描写音楽かの違いを意味する．な

お，音楽の曲調の違いによる気分変化の影響に関して

も研究を行うため，歌詞が入るような曲を除外し，楽

器だけを使用しているクラシック音楽，いわゆる純器

楽を使用し，検討を行った 3）．

2）研究装置

　音楽聴取は，2019年 9月と 10月に，研究協力者個

人宅または大学院で行われた．使用する音楽再生機器

は指定せず，いずれも研究協力者が各自所有するもの

または大学院所有のパソコン（Dell OptiPlex 3050）を

用いて 1人で聴取した．聴取する CDは，Victorの音

楽用 CD-Rであり，研究者が編集を行った．聴取曲は，

環境調整音楽として，馬場存作曲・pray，情景描写音

楽として，チャイコフスキー作曲・バレエ音楽「白鳥

の湖」より「Ⅰ. 情景」，非情景描写音楽として，ベル

リオーズ作曲・幻想交響曲第 4楽章であった．

　本研究では，環境調整音楽を除いた 2曲の音楽の曲

調を研究対象とした．このため，情景描写音楽と非情

景描写音楽の音楽聴取に向けて気持ちを整える必要が

あった．「pray」は，「すべての人々の悲しみが包み込
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まれ，少しでも希望の光が差しますようにという，祈

りの気持ちから生まれたメロディ」と解説本書に記載

されていることから，あらゆる気持ちを落ち着かせる

ことが可能であると考えられ，音楽聴取への気分を整

えることを目的とし，環境調整音楽として使用した．

「白鳥の湖」は，解説書に「白鳥の形象を示す」や「白

の上空を飛んでいく白鳥達の情景」をテーマとして書

かれた曲であるとの記載があることから，情景描写音

楽として使用した．また，「幻想交響曲第 4楽章」は，

「全体として自由に作られている」と解説書に記載さ

れていることから，非情景描写音楽として使用した．

なお，非情景描写音楽である幻想交響曲第 4楽章は，

具体的なテーマをあらわした音楽部分を除外して使用

した．

　CD-Rは，1曲目が情景描写音楽で，2曲目が非情

景描写音楽のものと（CD1），1曲目が非情景描写音

楽で，2曲目が情景描写音楽のもの（CD2），2種類を

作成した．

　聴取曲の編集作業においては，いずれも，著作権お

よび版権について了承されたのち，市販されている

CDを研究者が購入し，個人で編集を行った．

3）群の設定

　本研究では，研究協力者を，無作為に 2群に分け，

一方に CD1を，もう一方に CD2を聴くように求めた．

情景描写音楽群は，男性 12名，女性 39名，未回答 1

名（平均 36歳）で，非情景描写音楽群は，男性 12名，

女性 39名，未回答 1名（平均 34歳）であった．機縁

法を用いて年齢や男女比の統制を行おうと試みたが，

結果として年齢や男女比を統制しきれなかった．また，

研究協力者が自宅で音楽を聴取したため，音楽聴取の

環境も統制しなかった．

　本研究では，音楽聴取条件をそろえるために，情景

描写音楽と非情景描写音楽を両方聴取したが，環境調

整音楽を除いて 1曲目に聴取した曲を分析対象とし

た．そのため，1曲目に情景描写音楽を聴取した群を

「情景描写音楽群」，1曲目に非情景描写音楽を聴取し

た群を「非情景描写音楽群」とする．

4）調査内容

　本研究では，音楽の聴取前後の気分変化を，質問紙

を用いて調査した．参加依頼書 /研究参加同意書およ

び質問紙冊子を用いた．質問紙冊子の表紙には調査名

と注意事項を記載した．質問紙冊子は質問Ⅰ，質問Ⅱ，

質問Ⅲから構成された質問冊子①と，質問Ⅰから構成

された質問紙②，質問紙③を用いた．

　質問Ⅰは日本語版 POMS2成人用短縮版，質問Ⅱは

日本語版 Ten Item Personality Inventory，質問紙Ⅲは

フェイスシートであった．

　質問Ⅰでは，協力者の気分変化について検討するた

め，日本語版 POMS2成人用短縮版（横山ら，2015）

を用いた．この尺度は，「POMS尺度」である「AH（怒

り敵意）」，「CB（混乱当惑）」，「DD（抑うつ落ち

込み）」，「FI（疲労無気力）」，「TA（緊張不安）」，「VA

（活気活力）」，「F（友好）」の 7つの因子と「TMD（総

合的気分状態）」から構成された．「AH（怒り敵意）」

は「怒る」等，「CB（混乱当惑）」は「頭が混乱する」

等，「DD（抑うつ落ち込み）」は「悲しい」等，「FI（疲

労無気力）」は「ぐったりする」等，「TA（緊張不安）」

は「気がはりつめる」等，「VA（活気活力）」は「生

き生きする」等，「F（友好）」は，「人づき合いが楽

しい」等，各 5項目，計 35項目からなった．「TMD（総

合的気分状態）」は，気分障害や情動的もしくは心理

的な苦痛および主観的な幸福感の全般的な指標のた

め，「友好」を除く 6因子すべての素得点の合計によっ

て算出された．項目について「まったくなかった」か

ら「非常に多くあった」までの 5件法で回答を求めた．

　質問紙Ⅱにおいては，協力者の性格傾向について調

査するために，日本語版 Ten Item Personality Inventory

（小塩ら，2012）を用いた．この尺度は，「外向性」，「協

調性」，「勤勉性」，「神経症傾向」，「開放性」の 5つの

因子から構成された．「外向性」は「活発で，外交的

だと思う」等，「協調性」は「人に気をつかう，やさ

しい人間だと思う」等，「勤勉性」は「しっかりして

いて，自分に厳しいと思う」等，「神経症傾向」は「心

配性で，うろたえやすいと思う」等，「開放性」は「新

しいことが好きで，変わった考えをもつと思う」等，
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各 2項目，計 10項目からなった．

　質問Ⅲでは，フェイスシートとして，はじめに調査

参加者の年齢を尋ねた．次に性別を「男性」，「女性」

の 2択で尋ねた．最後に，「好み」に関する質問紙と

して，聴取曲それぞれについて，「とても好き」から「嫌

い」までの 4件法で尋ねた．

5）実施手順

　研究は，研究協力者個人で行われた，まず，研究者

から，研究協力者に口頭または文章を用いて参加依頼

書 /研究参加同意書を配布し，研究内容や注意事項を

説明したのち，了承された協力者に CDならびに質問

紙を直接配布または郵送にて配布した．音楽聴取を始

める際に，研究協力者は各自で，参加同意書に署名を

行った．その後 CDで音楽聴取を行いながら質問紙に

回答し，回答終了後に研究参加同意書・CDおよび質

問紙冊子を手渡しによる回収，または郵送にて回収し

た．研究は以下のような手順で実施された．研究の所

要時間は約 20分程度であった．

1． 日本語版 POMS2成人用短縮版（横山ら，2015）

による実験参加者への，「今日を含めた過去一週間」

に対する気分測定（1回目）．ならびに，日本語版

Ten Item Personality Inventory（小塩ら，2012）によ

る性格傾向検査を行った．

2． 1つ目の質問紙への回答後，CDを用いて，聴取環

境を整えるための曲を聴取したのち，1曲目の音

楽を聴取．

3． 聴取後，日本語版 POMS2成人用短縮版（横山ら，

2015）による研究協力者への，「今現在どのように

感じているか」に対する気分測定（2回目）．

4．質問紙への回答後，2曲目の音楽を聴取．

5． 聴取後，日本語版 POMS2成人用短縮版（横山ら，

2015）による研究協力者への，「今現在どのように

感じているか」に対する気分測定（3回目）．

6． 最後に年齢，性別，曲の好みを答えるフェイスシー

トへの回答を行った．

7． すべての質問紙への回答後，研究参加同意書・CD

および質問紙冊子を手渡しによる回収，または郵

送にて回収．

6）分析における得点操作

　日本語版 POMS2成人用短縮版で測定される 7尺度

と TMDについて，分析のために，「音楽聴取後の気

分変化得点音楽聴取前の気分変化得点」を行った．

表 1　女性の性格傾向と気分変化の相互関係

AH CB DD FI TA VA F TMD

女性（n = 78）
勤勉性 ― 0.297** 0.325** 0.322** 0.357** ― ― 0.370**
神経症傾向 －0.350** －0.400** －0.246* －0.355** －0.345** 0.280* ― －0.482**
*p＜0.05，**p＜0.01．

表 2　情景描写音楽群の女性の性格傾向と気分変化の相互関係

AH CB DD FI TA VA F TMD

女性（n = 38）
協調性 ― ― ― 0.416** ― 0.324* 0.427** ―
勤勉性 ― 0.413** 0.445** 0.485** 0.477** ― ― 0.579**
神経症傾向 ― －0.351* ― －0.383* －0.336* ― ― －0.569**
*p＜0.05，**p＜0.01．

表 3　非情景描写音楽群の女性の性格傾向と気分変化の相互関係

AH CB DD FI TA VA F TMD

女性（n = 38）
神経症傾向 －0.417** －0.446** ― －0.330* －0.352* 0.322* ― －0.423**
*p＜0.05，**p＜0.01．
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日本語版 POMS2成人用短縮版で測定される 7尺度と

TMDは，分析において，差得点（以下，気分変化度

とする）を使用した．先行研究 9）において，気分変

化度を分析に使用したことから，本研究においても差

得点である気分変化度を使用した．

　気分変化度の数字が大きい程，増加したことを示し，

気分変化度の数字が小さい程，低下したことを示す．

Ⅲ．倫理的配慮

　研究協力者に，口頭または文章を用いて参加依頼書 /

研究参加同意書を配布し，研究内容や注意事項を説明

したのち，了承された協力者に同意書に署名を得たう

えで研究を実施した．個人情報が記載されている質問

紙ならびにデータは特定されないように匿名化し，質

問紙および記録媒体を鍵のかかる場所で厳重に保管し

た．得られた回答は，本研究以外に使用せず，研究終

了後に破棄した．

　本研究は，国際医療福祉大学倫理審査施設委員会に

て，倫理審査を受け，承認を得た（18-Ig-163）．

Ⅳ．結果

1．好みについて

　はじめに，曲調（情景描写音楽・非情景描写音楽）

と性別（男・女）を独立変数，曲の好みを従属変数と

した 2要因の分散分析を行った．

　その結果，曲の好みに関して，曲調（情景描写音楽・

非情景描写音楽）と性別（男・女）の違いによる有意

な差が見られなかった（F（1,97）= 0.488, n.s.）．

2．気分変化について

1）曲調と性別

　次に，曲調（情景描写音楽・非情景描写音楽）と性

別（男・女）を独立変数， 気分変化度を従属変数とし

た 2要因の分散分析を行った．

　その結果，まず， 交互作用において有意な差が見ら

れた DD（F（1,97）= 5.995，p＜0.05）（図 1）．交互作

用が見られたため，単純主効果の検定を行ったところ，

情景描写音楽群において，男女の単純主効果が有意で

あったが（F（1,97）= 9.004, p＜0.05），非情景描写音楽

図 4　VAにおける音楽聴取前後の気分変化図 2　FIにおける音楽聴取前後の気分変化

図 3　TAにおける音楽聴取前後の気分変化図 1　DDにおける音楽聴取前後の気分変化
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群においては，男女の単純主効果は有意ではなかった

（F（1,97）= 0.210, n.s.）．また，性別における曲調の単

純主効果は有意ではなかった（男性 F（1,97）= 2.97, n.s.; 

女性 F（1,97）= 3.75, n.s.）．

　次に，性別要因において主効果が見られた FI 

（F（1,97）= 4.587, p＜0.05），TA（F（1,97）= 4.158，p＜

0.05）（図 2，3）．

　最後に，曲要因において主効果が見られた VA 

（F（1,97）= 4.451, p＜0.05）（図 4）．

2）性格傾向と性別

　はじめに，性別ごとに，曲調を問わず，気分変化度

について，日本語版 Ten Item Personality Inventory（外

向性，協調性，勤勉性，神経症傾向，開放性）の相関

関係を求めた．その結果，男性では有意な相関が見ら

れたものはなかった．

　一方，女性においては，勤勉性と CB（r = 0.297，p

＜0.01），DD（r = 0.325，p＜0.01），FI（r = 0.322，p

＜0.01），TA（r = 0.357，p＜0.01），TMD（r = 0.370，

p＜0.01）で正の相関が見られた．さらに，神経症傾

向 と AH（r =－0.350，p＜0.01），CB（r =－0.400，p

＜0.01），DD（r =－0.246，p＜0.05）， FI（r =－0.355，

p＜0.01），TA（r =－0.345，p＜0.01），TMD（r =－0.482，

p＜0.01）で負の相関，神経症傾向と VA（r = 0.280，p

＜0.05）で正の相関が見られた（表 1）．

3）曲調ごとの性格傾向と性別

　次に，性別ごとに，各曲調の気分変化度について，

日本語版 Ten Item Personality Inventory （外向性，協調

性，勤勉性，神経症傾向，開放性）の相関関係を求め

た．

　その結果，情景描写音楽群において，男性では有意

な相関は見られなかった．

　一方，女性では，協調性と FI（r = 0.416，p＜0.01），

VA（r = 0.324，p＜0.05），F（r = 0.427，p＜0.01）で

正の相関が見られた．さらに，勤勉性と CB（r = 0.413，

p＜0.01），DD（r = 0.445，p＜0.01），FI（r = 0.485，p

＜0.01），TA（r = 0.477，p＜0.01），TMD（r = 0.579，

p＜0.01）で正の相関が見られた．最後に，神経症傾

向と CB（r =－0.351，p＜0.05），FI（r =－0.383，p＜

0.05），TA（r =－0.336，p＜0.05），TMD（r =－0.569，

p＜0.01）で負の相関が見られた（表 2）．

　また，非情景描写音楽群において，男性では有意な

相関は見られなかった．

　一方女性では， 神経症傾向と AH（r =－0.417，p＜

0.01），CB（r =－0.446，p＜0.01），FI（r =－0.330， p

＜0.05），TA（r =－0.352，p＜0.05），TMD（r =－0.423，

p＜0.01）で負の相関，神経症傾向と VA（r = 0.322，p

＜0.05）で正の相関が見られた（表 3）．

Ⅴ．考察

1．研究協力者の音楽の好み

　本研究の研究協力者には，曲調による音楽の好みの

偏りは見られなかった．また，同時に，性別によって

も音楽の好みに偏りは見られなかった．

　これは，大学生において，音楽を聴取する目的や動

機といった音楽聴取傾向に男女差がないという先行研

究を支持するものである 11）．加えて，近年，音楽は

より身近なものとなり，特に音楽鑑賞は，性別に関係

なく親しまれてきている 12）．これらのことから，音

楽に対する男女間の好みは，偏りが見られていないと

推察される．

　

2．曲調と性別における気分変化

1）曲調と性別の交互作用

　次に，抑うつを示す DDにおいて，曲調と性別で交

互作用が見られた（図 1）．このため，単純主効果の

検定を行ったところ，情景描写音楽群の性別で有意な

差が見られた．つまり，情景描写音楽群の曲調は，抑

うつや落ち込みという気分において性差があると考え

られる．情景描写音楽群においては，女性で DDを大

きく低下させるという関連が見られた一方で，男性で

は DDに低下は見られなかった．しかし，非情景描写

音楽群においては，男性で DDの低下が見られた．こ

れらのことから，曲調の違いにより抑うつや落ち込み

に性差がある可能性が示された．本研究では，女性の

抑うつ的気分の緩和には，音楽の抽象度が低く，能動

性も小さな曲を使用することが効果的であり，反対に
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男性では，抑うつ気分の緩和には，音楽の抽象度が高

く，能動性も大きな曲を使用することが効果的である

と考えられる．これは，音楽聴取によって，抑うつ気

分を変化，緩和させる効果があると示した先行研究を

支持するものである 13-17）．

　前研究 3）では，音楽聴取前後で何らかの気分変化

が見られることを示したが，本研究の結果は，曲調の

違いのみならず，性別の違いがどのような気分変化に

関連するかを明らかにしたものといえる．

2）性別要因の主効果

　疲労を示す FIと不安を示す TAにおいて，性別に

より気分変化の差が見られた．まず FIでは，曲調に

関わらず男性よりも女性において低下が見られた（図

2）．同じく TAでも，曲調に関わらず，男性よりも女

性において低下が見られた（図 3）．性別にかかわらず，

疲労や無気力，緊張や不安という気分を感じていると

き，どのような音楽でも聴取することによって，聴取

後に疲労や不安が減退すると考えられる．これは，治

療に伴う不安が，音楽聴取によって緩和されたという

先行研究 18）からも支持される結果である．総務省統

計局の調査 19, 20）において，音楽に親しむ時間が長い

人は女性に多いということが示されていることから，

男性よりも女性の方が，音楽への親近性があり，音楽

の影響を受けやすい可能性が考えられる．しかし本研

究では，研究協力者の平素の音楽聴取習慣は尋ねてい

ないため，この点については検証できていない．今後

の検討を要する．

3）曲要因の主効果

　曲調により，活気を示す VAの変化に差が見られた

（図 4）．非情景描写音楽群の方が，情景描写音楽群よ

りも VAの増加が見られた．本研究で使用した非情景

描写音楽は，情景描写音楽よりも，付点のリズムを用

いた快速でリズミカルな音楽であったことから，活気

や活力といった気分を前向きにするような気分に対し

て，プラスな気分に関連した可能性が考えられる．こ

れは，先行研究 21）で示唆された，曲想と情動感情の

影響と共通し，鎮静的な曲は気分が落ち着きやすく，

覚醒的な曲は爽快感を高めやすいという結果とも共通

しているといえる．

3．音楽聴取による気分変化と性格の関係

1）性別による比較

　まず男性では，曲調によらず音楽聴取による気分変

化と性格傾向の関係に有意な相関が見られたものはな

かった．このことから，男性は，曲調に関わらず，音

楽聴取後の気分変化には性格傾向は関連しないことが

示唆される．しかし，音楽聴取前後で気分変化がまっ

たく生じていなかったわけではない． 

　一方，女性においては，「勤勉性」と混乱を示す

CB，抑うつを示す DD，疲労を示す FI，不安を示す

TA，総合的気分状態を示す TMDとの間に正の相関が

見られた（表 1）．さらに，「神経症傾向」と怒りを示

す AH，混乱を示す CB，抑うつを示す DD，疲労を示

す FI， 緊張を示す TA， 総合的気分状態を示す TMDと

の間に負の相関が，活気を示す VAとの間に正の相関

が見られた（表 1）．散布図を確認したところ，混乱

を示す CBが低下している傾向が見られた．本研究に

おいて勤勉性の低い女性が音楽を聴取することで，混

乱や抑うつ，疲労や緊張を低下させやすいと考えられ

る．また，神経症傾向の高い女性が音楽を聴取するこ

とで，怒りや混乱，抑うつや疲労，不安が減少しやす

いと考えられる．これらのことから，特に，勤勉性の

低い女性や神経症傾向の高い女性において，音楽聴取

により気分変化が生じやすいことが示唆される．日本

語版 Ten Item Personality Inventoryにおいて，「勤勉性」

の低さは，うっかりしているという面を含み 22），抑

うつ的気分や疲労，不安との親和性が推測される．ま

た，「神経症傾向」の高さは，心配性でうろたえやす

い面を含む 22）．女性は音楽聴取習慣が男性よりも長

くあることから 19, 20），音楽を聴取するということが，

神経症傾向がある女性にとってある種リラックス効果

をもたらすこととなり，ネガティブな気分が低下した

と推察される．Kamenetskyら 23）の報告で，女性が男

性よりも音楽聴取時に，演奏を感情的に評価すること

が示されていることや，女性に疲労の軽減や活気の向

上が見られる 24）こと，情緒的サポートを男性よりも
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女性が求めやすい傾向にあること 25），女性の方が感

情調整の得点が高い 26）ということからも，女性が音

楽の影響を受け気分変化に表れやすいことを示してい

ると考えられる．さらに，男性よりも女性の方が神経

症傾向と協調性が高くなるとされる 27-30）．女性に高く

見られる神経症傾向において，いくつか気分変化との

関連が見られたことは，性差によって違いが生じた本

研究の結果を支持する一助となるのではないかと考え

られる． 

2）曲調による比較

　a）．情景描写音楽群において，男性では，性格傾向

と気分変化に関する相関は見られなかった．このこと

から，男性は性格傾向を考えた場合，どのような曲調

であっても気分変化には関連しえない可能性が示唆さ

れた．本研究で男性に曲調において有意差が見られな

かったことは，Northら 31）の報告で未成年の男の子が

音楽活動を女性的とみなし，あまり好まれない活動で

あると示されていることから，本研究の対象者である

男性においても，未成年の時期から，音楽に対する否

定的な考えや抵抗が存在する可能性が推察される． 

　b）．情景描写音楽群において，女性では，以下の相

関が見られた．まず，「協調性」と疲労を示す FI，活

気を示す VA，友好を示す Fとの間に正の相関が見ら

れた（表 2）．このことから，協調性が強い人ほど，

疲労や活気，友好が上がる傾向があることが示唆され

る．日本語版 Ten Item Personality Inventoryにおいて，

「協調性」の高さは，人に気をつかい暖かく接すると

いう面を含む．女性は，人間関係を気にかける人も多

く，相手に対して気を遣いやすい面があると考えられ

る 32）．本研究で用いた情景描写音楽は，落ち着いた

音楽である一方，曲の中で強弱により音楽全体が盛り

上がる箇所がある．さらに，聴取者の能動性の働きか

けが低いことから，協調性が高い女性において，気を

遣わずにある種楽な気分で音楽を聴くことができたこ

とによって，活気や友好などのポジティブな気分が増

加した可能性が考えられる．一方で，受身的に音楽を

聴取したことが，協調性が高い女性にとっては疲れや

すさ，つまり疲労感へと繋がったと推察される．

　次に，「勤勉性」と混乱を示す CB，抑うつを示す

DD，疲労を示す FI，不安を示す TA，総合的気分状

態を示す TMDとの間に正の相関が見られた（表 2）．

このことから，勤勉性が低い人ほど，混乱や抑うつ，

疲労や緊張が低下しやすいことが示唆される．勤勉な

女性は，うっかりとした面を含むも，適度に力を抜く

ことができる傾向があると考えられる 22）．情景描写

音楽群は，聴取者の能動性の働きかけが小さい曲であ

ることから，適度に力を抜きながら音楽を聴取できた

女性と受身的な曲とのバランスがうまく合った点があ

り，混乱や疲労，不安といったネガティブな気分が低

下した可能性が考えられる．

　最後に，「神経症傾向」と混乱を示す CB，疲労を

示すFI， 不安を示すTA， 総合的気分状態を示すTMD

との間に負の相関が見られた（表 2）．このことから，

神経症傾向が強い人ほど，混乱や疲労，緊張や総合的

気分状態が下がる傾向がある．神経症傾向が強い人は，

心配性であったり，気分が安定しにくい傾向があ

る 22）．女性で神経症傾向が強い人は，気分が安定し

にくく様々な心配事に気分が左右されやすいと考えら

れる．情景描写音楽群は，全体的に落ち着いた曲想で

あり，盛り上がる部分はあるものの，暗い印象を受け

やすい曲を用いた．同時に，情景描写音楽群は聴取者

の能動性の働きかけが小さかったことから，神経症傾

向が強い女性は，曲の落ち着きや能動性が小さいこと

に左右され 22），ネガティブな気分が増加されるので

はなく，減少，つまり落ち着いたと推察される．曲調

に注目した研究は行われてきていないが，廣畑ら 33）

において 3つの音楽による気分変化を見た結果，曲ご

とに心理的側面や生理的側面，気分変化により影響し

うる音楽があった．このことから，本研究のように，

音楽の中の曲調が異なる場合にも，気分変化の生じる

ものと生じえないものがあるという結果と共通する点

があると考えられる．

　c）．非情景描写音楽群において，男性では，性格傾

向と気分変化に関する相関は見られなかった．しかし，

曲調と性別による気分変化を見た分散分析において

は，非情景描写音楽においては，抑うつを示す DDに
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低下が見られている．つまり，男性に対して音楽は何

も関連していない訳ではなく，特定の条件においては

何らかの気分変化と関連していると考えられる 27-30）．

しかし，性格傾向による差が見られなかったことから，

男性に音楽聴取における気分変化と関連する場合に

は，性格傾向よりも曲調と，どの気分変化に関連があ

るのかを考えることによって，より音楽を効果的に用

いることが可能になると推察される．

　d）．非情景描写音楽群において，女性では，「神経

症傾向」と怒りを示す AH，混乱を示す CB，疲労を

示す FI，不安を示す TA，総合的気分状態を示す

TMDとの間に負の相関が，活気を示す VAとの間に

正の相関が見られた（表 3）．このことから，神経症

傾向が強い人ほど，怒りや混乱，疲労や不安，総合的

気分状態が下がる傾向がある一方で，活気は上がるこ

とが示唆される．本研究で使用した非情景描写音楽は，

曲の抽象度が高く聴取者の能動性の働きかけが大きい

曲である．女性で神経症傾向が強い人は，気分が安定

しにくく様々な心配事に気分が左右されやすいと考え

られる 22, 27-30, 34, 35）．非情景描写音楽群では，曲に対し

て聴取者の能動性の働きかけが大きいことから，曲へ

の解釈を自由に行うことができた．このため，研究と

いう不慣れな環境においても，自分自身の曲への解釈

を行うことができたのではないかと考えられる．この

ことから，心配性で気分が安定しにくい面がある神経

症傾向が強い女性においても，ネガティブな気分を落

ち着けることができ，怒りや混乱，緊張といった気分

が減少した可能性が考えられる．特に，怒りを示す

AHは非情景描写音楽群の神経症傾向がある女性にの

み相関が見られた．女性は，日常のストレスコーピン

グの一環として，音楽聴取を行い，怒りや敵意という

気分を低下させることがある 36）このことから，神経

症傾向のある女性に対しては，怒りや敵意という気分

が生じやすい場において，非情景描写音楽群で使用し

たような曲調の音楽を聴取することで，怒りの感情が

減少しやすいことが示唆される．また，曲への働きか

けが自由であったことから，研究への取り組みも前向

きとなり，活気というポジティブな気分が増加したと

推察される．Chamorro-Premuzicら 37）の報告で神経症

傾向が高い人ほど，感情のコントロールの一つとして

音楽を使用する可能性が高いことが示されているよう

に，本研究でも，神経症傾向の高い人ほど，様々な気

分変化が生じたことから，音楽の影響を受けやすいと

いう点において，本研究と共通していると考えられる．

女性は抑うつなどの心理的症状と，頭痛やめまいなど

の身体的症状が現れることが多く，男性は心疾患や肝

硬変，飲酒などの身体的症状を呈することが多い 34, 35）．

女性は男性よりも心理的側面に影響が表れやすいこと

から，本研究では，女性においていくつか心理的側面

に変化が見られたと考えられる．

     

4．限界

　本研究は，男性の協力者が少なかったことから，有

意差や相関が見られなかった可能性が考えられる．性

別による音楽聴取と気分変化の関連を明らかにするた

めに，男性への音楽聴取の影響を研究する必要性があ

ると考えられる．また，曲調により，性別や性格傾向

への働きかけが異なるものがあることが示唆された．

しかし，本研究では，音楽を意識して聴取した場合を

調査したことから，先行研究 24）のように環境調整と

し音楽を使用することを考えた場合，音楽聴取態度を

変えた研究や，ジャンルをクラシック音楽に限定せず，

気分変化や性格傾向との関連を調査する必要があると

考えられる．また，本研究では，クラシック音楽に対

する評価は調査していない．このことから，クラシッ

ク音楽に対する肯定的，否定的な評価についても調査

する必要がある．本研究では，音楽聴取時の環境調整

を行わなかった．このことが，音楽への評価に影響し

た可能性が示唆される．

Ⅵ．結論

　以上のことから，本研究では，曲調の違いに加えて，

性別や性格傾向によって音楽聴取における気分変化に

違いが生じるのかを明らかにすることを目的として調

査を行った．この結果，曲調や性別は，音楽の好みと

は関連がないことが示された．一方で，性格傾向と気
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分変化との関連では，協調性や勤勉性，神経症傾向の

ある女性において，音楽聴取後に抑うつ気分や疲労が

低下するなどの気分変化が多く見られるものであっ

た．また，音楽聴取後の気分変化が，男性よりも女性

に多く見られるなど，性別による要因も多くあった．

つまり，音楽を聴取することは，男女どちらにも等し

く作用するものではないということも示唆されたと推

察された．このことから，医療現場や教育現場，福祉

現場など，どのような場所においても，そこに関わる

人の性別や性格傾向を加味しながら音楽を選択するこ

とが望ましいのではないだろうか．
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Do psychological characteristics cause changes 
in mood while listening to music?

Natsumi YAMASHITA

　Abstract

Purpose: This study clarified whether mood changes during music listening occur according to listening preferences, gender, 
and personality tendencies, in addition to differences in musical tunes, which have not been analyzed previously.
Methods: One hundred four male and female subjects were divided into two groups and asked to listen to music with 
different tunes. Then, a questionnaire survey was administered, including a cover sheet, a personality assessment instrument, 
and a measurement of mood change before and after music listening.
Results: No significant differences in preferred and gender were found between the two groups regarding listening 
preferences. Significant differences in mood change were found between musical tunes and gender. Furthermore, a significant 
correlation was found between personality tendencies and gender regardless of the tune. Furthermore, significant differences 
were observed between personality tendencies and gender for each tune.
Conclusion: There was no consistent difference in music preferences among the participants in this study according to the 
tune or gender. There were many differences related to other factors compared between genders, suggesting that musical 
factors do not affect both genders in the same way.

Keywords：psychological characteristics, tune, music, mood change
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